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各 位 

 

新構造脂環式エポキシモノマー「EPOCHALIC（エポカリック）®」の販売開始 

 

 当社（社長：大田 勝幸）は、このたび、電子機器周辺材料で代表的なエポキシ樹脂※１の原料とな

る脂環式エポキシモノマー「EPOCHALIC（エポカリック）®」について、新たな分子構造の商品を世界

で初めて商用化し、販売を開始しましたのでお知らせいたします。 

 

近年、次世代通信技術の発展により、半導体部品では小型化が進む一方で通信量が増加し、より高

速な処理を求められていることから、その電子機器周辺の発熱量が大きくなっています。そのため、

電子機器に使用される樹脂には、高温下で使用する際に機能を正常に維持することが不可欠であり、

これまで以上に高い耐熱性・強度が必要とされています。 

 

今般販売を開始する新構造の脂環式エポキシモノマー「EPOCHALIC（エポカリック）®」は、当社が

独自の技術により世界トップクラスのシェアを誇る、自動車部材向け合成ゴム添加剤用途のＥＮＢ※２

事業で培ったノウハウを活用した分子設計※３をエポキシ樹脂の製造に用いることで、高い耐熱性と強

度をもたらすことが可能となります。また、流動性に優れる「ＤＥ－１０２」および耐熱性の向上効

果が大きい「ＤＥ－１０３」の２種類のラインナップ※４により、幅広い顧客ニーズに対応することが

できます。 

 

ＥＮＥＯＳグループは２０４０年長期ビジョンにおいて、機能材事業を技術力の発展的強化を図る

成長事業として位置付けております。当社は今後も社会の発展につながる革新的な製品の提供を通じ

て、国連「ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）」の目標９「産業と技術革新の基盤をつくろう」のゴール

である、「強靱なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の促進及びイノベーションの推進を図

る」ことに貢献してまいります。 

 

以 上 
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※１ エポキシ樹脂 

高い電気絶縁性や耐水性、耐薬品性を持つ熱硬化性樹脂で、電子機器周辺材料（コーティング剤など）や接着

剤などの原料として、幅広く使用されています。またエポキシ樹脂は、様々なエポキシモノマーや硬化剤・充

填材・添加剤を用いて製造することにより、それぞれの用途に適した機能を付加することが知られています。 

 

※２ ＥＮＢ 

エチリデン・ノルボルネン。自動車の窓枠やラジエターホースのほか工業用、建築用などに広く使用される合

成ゴムであるＥＰＤＭ（エチレン・プロピレン・ジエン・メチレンリンケージ）の製造に欠かせない成分。 

 

※３ 脂環式エポキシモノマー「EPOCHALIC（エポカリック）®」の分子構造 

脂環の連結とかご型骨格の分子構造により、高い耐熱性と強度（高剛性）をエポキシ樹脂にもたらします。 

 

 

エポカリック®ＤＥ－１０２の分子構造 

 

 

かご型骨格立体図 

 

 

（参考）一般的なエポキシモノマー 

 

 

※４ 商品のラインナップおよび特長 

商 品 名 構 造 特 長 

エポカリック®ＤＥ－１０２ 

 

流動性に優れる 

エポカリック®ＤＥ－１０３ 

 

耐熱性の向上効果が大きい 

 


